








●速効 !図解シリーズ発刊にあたって

　パソコンやアプリケーションソフトの操作をマスターするための最短・最良の方法は、やはり、人
にマンツーマンで教えてもらうことだと言えます。しかし、すべての人がそのような恵まれた環境に
いないのも事実です。速効 !図解シリーズは、私たちマイナビが、多くのパソコン関連雑誌および書
籍で培ったノウハウを活かし、“マンツーマンでやさしく教える”ような書籍を目指して発刊致しまし
た。
　また、速効 !図解シリーズでは、個人個人によってその習熟の度合いや知りたい事柄、理解しやす
い覚え方が異なることを十分考慮し、その人にあった使い方・読み方ができるようになっています。
詳しくは、次ページの「速効 !図解シリーズの使い方・読み方」をお読みいただき、自分にあった使
い方・読み方を試してみてください。それが、パソコンおよびアプリケーションソフト操作のマスター
に“速く効く”やり方だと考えます。

（株）マイナビ

●『速効！図解Photoshop Elements 10』執筆にあたって

　一眼レフカメラをはじめとしたデジタルカメラの普及や、携帯電話のカメラ性能の向上によっ
て、今やデジタル画像は誰にとっても身近な存在になりました。ただ写真を撮るだけでなくメー
ルで送信したり、ブログやその他のソーシャルネットワークサービスを活用して、家族・友人といっ
た近しい人と思い出を共有。あるいは、世界中の人に向けて公開することも手軽にできるように
なっています。そんなユーザのデジタルフォトライフを楽しくしてくれるのが、Adobe Photoshop 
Elements です。
　Adobe Photoshop の入門版としてリリースされたAdobe Photoshop Elements は、デジカメ画
像の取り込みから画像の整理・管理、レタッチ、加工や合成、そしてさまざまなメディアへの配
信まで、すべてをこなすオールインワンソフトとして進化し続け、今回で 9度目のバージョンアッ
プを果たしました。デジタル画像愛好家を充分満足させられる機能の数々を備え、かつ操作自体
をも楽しむことのできる洗練されたインターフェースを持っています。
　本書はそんな Photoshop Elements 10 の機能を、サンプル画像を使ってよりわかりやすく解説
することに留意しました。また、読者の方が本書と同じ操作を試すことができるよう、すべての
サンプル画像はダウンロードできるようになっています。より楽しく豊かなデジタルライフのた
めに、本書がその一助となれば幸いです。

2011 年 11月
BABOアートワークス

［ は じ め に ］
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Chapter 3

高
度
な
画
像
編
集

標準編集モードに
切り替えるには

標準編集モード38Section 
重要度

複雑な加工や高度な画像合成をするなら、標準編集モードのさまざまな機能を
駆使して作業します。ここでは標準編集モードへの切り替え方を見てみましょう。

Chapter 3

 操作のポイント

画像を選択する
Elements Organizerから編集ワークスペ
ースの標準編集モードに切り替えてみまし
ょう。まず、Elements Organizerが起動し
ている状態で（❶）、加工したい画像をク
リックして選択し（❷）、右上にある［補正］
タブの をクリックし（❸）、［標準写真編集］
を選択します（❹）。

標準編集モードに
切り替わった！
すると、Elements Editorが起動し、標準
編集モードで画像を開くことができました
（❺）。Elements Organizerで画像を選択
していなくても標準編集モードに切り替え
ることができます。

Elements Organizerから標準編集モードへ切り替える

❷加工したい画像を
クリックして、

❸ここを
クリックして、

❹［標準写真編集］を
選択します。

❶Elements Organizerが起動しています。

❺標準編集モードに切り替わりました。

［補正］タブの［標準写真
編集］をクリック

クイック編集
モードで作業

［標準］タブ
をクリック

Elements Organizer
で画像を選択

重要度
＊の数で重要度を表わしています。「＊＊＊」がもっ
とも基本的な項目で、「＊＊」「＊」と＊の数が少なく
なるほどより進んだ使い方の項目になっています。

左ページツメ
各 Chapter のタイトルが入って
います。

本文
流れに沿ってスムーズに理解で
きるように、丁寧な文章で操作
の仕方を解説しています。文中の
（❶）の数字は「操作手順」の番
号と連動しています。

操作手順
操作の手順を番号付きで紹介し
ています。番号にしたがってここ
だけを読み進んでも、操作の仕
方がわかるようになっています。

Sectionタイトル
各 Sectionは「～するには」「～
とは」などの目的別に構成され
ているので、やりたいこと・知り
たいことを簡単に探せます。

操作のポイント
各Sectionで紹介している操作の
おおまかな流れを紹介しています。

速効！図解シリーズの使い方・読み方
まずは、速効！図解シリーズの上手な使い方・読み方を紹介していきましょう。“パソコンやアプリ
ケーションの操作を覚えたい”という思いは一緒でも、人それぞれで知りたい事柄や理解しやす
い覚え方は少しずつ違うものです。そこで、速効！図解シリーズでは、人によって異なるニーズに応
えるためにいろいろな使い方・読み方ができるようになっています。あなたにあった使い方・読み
方で、素早く・効率的にパソコンやアプリケーションの操作をマスターしましょう。

機能・操作タイトル
そのSectionで使う機能
や操作の名前です。
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Section 38

標
準
編
集
モ
ー
ド

クイック編集モードで
画像を開く
クイック編集モードから標準編集モードに
切り替えてみましょう。編集ワークスペー
スのクイック編集モードで画像が開いた
状態で（❶）、右上にある［標準］の文字を
クリックします（❷）。

標準編集モードに
切り替わった！
すると、標準編集モードに切り替わりまし
た（❸）。別の編集モードに切り替えるとき
は手順1と同様に右上の［クイック］または
［ガイド］の文字をクリックします（❹）。各
編集モードに切り替えるとき、画像を開い
ていなくても切り替えることができます。

クイック編集モードから標準編集モードへ切り替える

どういうときに標準編集
モードに切り替えるのか

編集ワークスペースには3つの編集モードがありま
す。ガイド付き編集モードはガイドに従って一定の
作業を行い、クイック編集モードは画像全体を簡単
に補正します。これに対し、標準編集モードは文字
を入力したり、画像を合成したり、複数のレイヤー
で作業したり、より複雑な画像加工や補正を行うと
きに利用します。

標準編集モードは
文字を入力したり
合成したり、より複
雑な加工を行う場
合に利用します。

❶クイック編集モードで
画像を開いた状態です。

❷ここをクリックします。

❹ここをクリックして別の
編集モードに切り替えられます。

❸標準編集モードに
切り替わりました。

● その 1●

最初からすべてのSectionを
順番に読んで完全マスター

本書は、基本的に見開き2ペー
ジで完結する各Sectionで構成さ
れています。Sectionを最初から
順番に読み進んでいけば、無理な
くスムーズに操作をマスターするこ
とができます。

● その 2●

重要度「＊＊＊」だけを読んで
基本操作を短時間マスター

本書では、各Sectionごとに＊の
数で表した重要度を付けていま
す。もっとも基本的な「＊＊＊」の
Sectionだけを読んでいけば、短
時間で基本操作がマスターできま
す。

● その 3●

やりたいこと・知りたいことだけを
読んで効率的にマスター

本書の各Sectionは「～するには」
「～とは」などの目的別に構成され
ています。自分のやりたいことや
知りたいことだけを探して読んで
いけば、効率的に操作がマスター
できます。

速 効 ！ 図 解 シ リ ー ズ の 使 い 方

コラム
本書には以下の6種類のコラムが用意
されています。本文と併せてこれらのコ
ラムを読むことで、より幅広い知識が身
に付きます。

操作のポイントや、間違い
やすい点を解説しています。

操作を間違えたときの対処
方法を紹介しています。

操作の意味合いや関連知
識などを紹介しています。

知っておきたい用語をわか
りやすく説明しています。

一歩進んだ使い方や役立
つ情報を紹介しています。

ショートカットや、別の操作
方法を紹介しています。

右ページツメ
機能や操作の名前で必要なSection
が探せます。
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Photoshop Elementsの使い方

Photoshop Elementsは何でもこなせるオールインワンソフトですが、
使用するのにすべての機能を熟知しなければいけないわけでありません。

個々のユーザの目的に応じてさまざまな使い方ができるのも、
Photoshop Elementsの大きな魅力の一つです。

Photoshop Elements の仕組みと使い方
Photoshop Elementsは、「Elements Organizer」と「編集ワークスペース」の2種類のソフトが同居しているような仕
組みになっています。作成と配信の機能は両モードとも共通のものを利用できます。Elements Organizerで写真を
整理したら、すぐに作成と配信作業に移ることもできますし、その前に編集ワークスペースへ移動して補正や加工を
行うといった使い方もできます。

・電子メールで送信

・プリントをオンラインで注文

フォトブックの作成

・グリーティングカードの作成

・スライドショーの作成

・ CD・DVD への書き込み

・  Web ページ（オンラインアルバム）

の作成と公開

作成・配信
（両モードで共通）

・メディアファイルの読み込み

・画像をさまざまな形式で一覧表示

・メタデータによる詳細検索

・タグやアルバムを使って効率よく整理

・フルスクリーンで表示、整理、編集

・スライドショー形式で再生

・各種補正コマンドによる簡易補正

編集ワークスペース
スタンダード編集モード
・フィルターを駆使した画像加工

・レイヤーを使った高度な画像合成

・文字の入力

・イラストの描画

クイック編集モード
・明るさや色調の補正

・色調を微細にコントロール

・画像のパースやゆがみの修正

・トリミングや再構成ツールを使った構図の変更

ガイド付き編集モード
・ガイドに沿った補正や加工

・Photomergeを使った各種合成

・1枚の写真からグラフィックを作成
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写真を読み込んですぐに友人に配りたいユーザーは…
面倒な作業は一切行わず、撮影した写真をすぐに友人に
見せたいユーザーは、Elements Organizerだけですべての
目的を達成することができます。各種整理機能も、ドラッ
グ＆ドロップの直感的な操作で利用することができます。
また、簡単な補正ならワンクリックで行うことも可能です。

補正にこだわりたいユーザーは…
写真の仕上がりにこだわりたいユーザーは、編集ワークス
ペースの「クイック編集」モードを開いてみましょう。写真
のライティングやカラーバランスを、スライダーの操作だ
けで直感的にレタッチすることができます。

本格的なデザインに取り組みたいユーザーは…
デジタル画像に文字やイラストを配置してグラフィック作
品を作成したり、画像合成や加工など本格的なデザイン
ワークを楽しみたいユーザーは、編集ワークスペースの「ス
タンダード編集」モードで作業しましょう。プロも満足す
る編集機能が豊富に用意されています。

参照Chapter 1 2 3

5 6 7

4

参照Chapter 1 2 3

5 6 7

4

参照Chapter 1 2 3

5 6 7

4

コンピューターならではの整理方法が魅力のElements Organizer。
図は「人物認識」の機能を使って、人物の顔を自動で検索しながらタ
グ付けを行っているところです。ほかにもさまざまな条件でメディアを整
理することができます。

編集ワークスペースのクイック編集モードでは、補正前と補正後の結
果を見比べながらパネルのスライダーをドラッグして補正を行うこと
ができます。

誰もが挑戦してみたい画像合成も、Photoshop Elementsを使えば
イメージ通りの作品に仕上げることができます。

013



014

サ
ン
プ
ル
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
よ
う

サンプル画像をダウンロードしよう

本書がPhotoshop Elementsの解説に使用している画像データは、
Webサイトからダウンロードできるようになっています。

パソコンの操作や機能は、実際に操作することでより深く学習することができます。是非活用してください。
データはChapter単位またはSection単位でダウンロードが可能です。

ダウンロードサイトへ移動する

すべてのサンプルをダウンロードする

お使いのパソコンでWebブラウザーを起動して、ダウン
ロードサイトのURLを入力します（❶）。サイトのURLは
http://book.mynavi.jp/support/bookmook/sokko/
pse10/index.htmlです。右図のページにアクセスできたら、
［ダウンロードページ］をクリックします（❷）。

下方向に画面をスクロールすると、ダウンロードするファ
イルを選べます。［すべてを一括ダウンロード］をクリック
すると（❸）、用意されているすべてのサンプルデータを
まとめてダウンロードすることができます。データの量が
多いので、時間に余裕をもって実行してください。

❶URLを入力して、

❸ここをクリックすると、すべてのサンプルデータを 
まとめてダウンロードできます。

❷クリックします。
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Chapter単位でダウンロードする

ダウンロードを開始する

サンプルデータを開く

さらに下へ移動すると、［Chapter単位のダウンロード］が
あります（❹）。Chapter番号をクリックして、個別にダウ
ンロードすることが可能です。

［すべてを一括ダウンロード］またはChapter番号をクリックすると、ダウンロード後の処理を決めるダイアログボック
スが表示されます。Macの場合はダイアログボックスは表示されずに、所定の場所へすぐにダウンロードされます。［保
存］ボタンをクリックして保存場所を指定すると（❺）、ダウンロードが始まります。完了したら［フォルダーを開く］ボ
タンをクリックします（❻）。

フォルダーが開いたら、中にある圧縮ファイルをダブルク
リックして開きます。試したいChapterやSectionのフォル
ダーを開くと、サンプルの元画像と完成画像が表示され
ます（❼）。

❹Chapter単位でダウンロード
することもできます。

❺ここをクリックして 
保存場所を指定します。

❻ダウンロードが終わったら、
ここをクリックします。

❼フォルダーを開いていくと、 
サンプルデータを使用できます。
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ツールINDEX

Photoshop Elementsには、さまざまなツールボタンとツールが用意されています。
各ページの解説を参考に使いこなして、効率よく作業しましょう。

 スタートアップスクリーン 
 ………………………… P.18

取り消し ……………… P.21

やり直し ……………… P.21

 画面表示（Organizerのみ） 
 ………………………… P.21

 左に回転 ……………… P.21

 右に回転 ……………… P.21

 サムネール（小） ……… P.21

 サムネール（大） ……… P.21

 フルスクリーンで表示、編集、整理 
 ………………………… P.50

 赤目修正ツール ……… P.90

 歯を白くする ………… P.91

 どんよりとした雲を青くする … P.92

 白黒（高コントラスト） … P.93

 移動ツール ………… P.150

 ズームツール ………… P.64

 手のひらツール ……… P.64

 長方形選択ツール … P.162

 楕円形選択ツール … P.162

 なげなわツール …… P.152

 自動選択ツール …… P.166

 クイック選択ツール … P.164

 選択ブラシツール … P.168

 横書き文字ツール … P.178

 縦書き文字ツール … P.178

 横書き文字マスクツール … P.196

 縦書き文字マスクツール … P.196

 選択範囲に沿ったテキストの
追加ツール

　　……………………… P.180

 シェイプに沿ったテキストの
追加ツール

　　……………………… P.180

 カスタムパスに沿ったテキス
トの追加ツール

　　……………………… P.180

 切り抜きツール ……… P.94

 再構成ツール ……… P.142

 型抜きツール ……… P.126

 角度補正ツール …… P.134

 スポット修復ブラシツール …P.118

 修復ブラシツール ……P.119

 コピースタンプツール … P.124

 消しゴムツール … P.153、212

 背景消しゴムツール … P.170

 マジック消しゴムツール … P.170

 ブラシツール ……… P.210

 色の置き換えツール … P.128

 鉛筆ツール ………… P.208

 スマートブラシツール … P.120

 詳細スマートブラシツール …P.121

 塗りつぶしツール … P.214

 グラデーションツール … P.220

 長方形ツール ……… P.222

 角丸長方形ツール … P.224

 楕円形ツール ……… P.223

 多角形ツール ……… P.226

 ラインツール ……… P.226

 カスタムシェイプツール … P.226

ツール

ボタン（Organizer専用）

ツール（編集ワークスペース専用）
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017

 Chapter 1

画像の取り込みと整理

Section
 01 Elements Organizerを起動・終了するには ［Elements Organizerの起動と終了］ …… 018

 02 Elements Organizerの画面を見てみよう ［Elements Organizerの基本画面］ ……… 020

 03 デジタルカメラから画像を取り込むには ［取り込み（カメラ・カードリーダー）］ ……… 022

 04 ファイルやフォルダーから画像を取り込むには ［取り込み（ファイル・フォルダー）］ ………… 024

 05 撮影した順で画像を閲覧するには ［メディアブラウザー］ ……………………… 026

 06 撮影時期で画像を閲覧するには ［タイムグラフ］ ……………………………… 028

 07 画像を項目別に整理するには ［アルバム］ …………………………………… 030

 08 画像にキーワードを付けて管理するには ［キーワードタグ］ …………………………… 032

 09 人物ごとに写真を整理するには ［人物認識］ ………………………………… 034

 10 人物以外の被写体で写真を検索するには ［写真内のオブジェクトを検索］ …………… 038

 1 1 重複した写真を素早くまとめるには ［重複する写真を検索］ …………………… 040

 12 画像を重ねて表示するには ［自動的に写真をスタック］ ………………… 042

 13 指定した条件で画像をまとめるには ［スマートアルバム］ ………………………… 044

 14 不要な画像を消去するには ［カタログから削除］ ………………………… 046

 15 画像をカレンダー形式で表示するには ［日付表示］ ………………………………… 048

 16 画像をスライドショー形式で表示するには ［フルスクリーン表示］ ……………………… 050

 17 複数の画像を比べながら選ぶには ［写真を並べて比較］ ……………………… 052

 18 画象を手軽に補正するには ［補正コマンド］ ……………………………… 054
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画
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の
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込
み
と
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理

Photoshop Elementsを
起動する
Elements Organizerを起動してみましょ
う。まず、デスクトップの［スタート］ボタ
ン をクリックし（❶）、［すべてのプログ
ラム］→［Adobe Photoshop Elements 
10］を選択します（❷）。Macでは次ページ
下の「ここに注意！」を参照してください。

［整理］を選択する
すると、Photoshop Elementsの起動が始
まります。しばらく待つと、右図のような
スタートアップスクリーンが表示されるの
で（❸）、［整理］ボタンをクリックします
（❹）。

Elements Organizerを
起動・終了するには

Elements Organizerの
起動と終了01Section 

重要度

Elements Organizerでは、画像の取り込みや整理をすることができます。ま
ずはこのモードでPhotoshop Elementsを起動してみましょう。操作が完了
したらPhotoshop Elementsを終了します。

Chapter 1

 操作のポイント

Photoshop Elementsを
起動 ［整理］を選択 起動 ［終了］を選択 終了

見出しテキスト

❶ここをクリックして、 ❷ここを選択します。

❸このような画面が
表示されます。

❹ここをクリックします。
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Elem

ents O
rganizer

の
起
動
と
終
了

Elements Organizerが
起動した！
Elements Organizerが起動します（❺）。

［終了］を選択する
作業が終わったら、Elements Organizer
を終了しましょう。［ファイル］メニューか
ら［終了］（Macでは［Adobe Elements 10 
Organizer］メニューから［Adobe Elements 
10 Organizerを終了］）を選択します（❶）。

Elements Organizerの終了

MacでElements Organizerを
起動するには

Finderウインドウの左にあるサイドバーから［アプリケーション］
を選択し（❶）、［Adobe Photoshop Elements 10 Organizer］を
ダブルクリックします（❷）。また、同じく［アプリケーション］
の中にある［Adobe Photoshop Elements 10］をダブルクリック
して開き、［Adobe Photoshop Elements 10］をダブルクリック
すれば、編集ワークスペース（P.58参照）を直接起動することが
できます。

編集ワークスペースに
切り換えるには

Elements Organizerから編集ワークスペースに移動
するには、画面右側にある［補正］タブの右の▼を
クリックして、表示されるメニューから編集モードを
選びます。

❺Elements Organizerを
起動できました。

❶ここを選択します。

❶ここをクリックして、 ❷ここをダブルクリックします。



020

Chapter 1

画
像
の
取
り
込
み
と
整
理

Elements Organizerの
画面を見てみよう

Elements Organizerの
基本画面02Section 

重要度

Elements Organizerが起動すると、デジタルカメラからの画像の取り込み
や、取り込んだ画像の整理・分類などができる状態になります。ここでは
Elements Organizerの基本画面を見てみましょう。

Chapter 1

Elements Organizerの各部分の名称

基本的な画面構成
Elements Organizerをよく知るために、まずは基本的な画面構成の各部名称を見ていきましょう。

メディアブラウザー
画像ビデオや作品を表示する場所です。

さまざまな表示方法を選べるようになっています。

メニューバー
作業を実行するためのメニューが
含まれています。

ツールバー
表示方法や操作の取り消し、
検索など、メディアブラウザ
ーの基本操作ボタンが格納
されています。

ステータスバー
表示中のカタログの情報が表示されます。右端にある
ボタンをクリックすると［環境設定］ダイアログボックスの
［自動解析オプション］が表示されます。

タスクエリア
［整理］タブには［キーワード
タグ］パネルと［アルバム］パ
ネルが格納されています。こ
こで画像の分類を行います。

検索バー
検索条件を表示します。
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メニューバーとボタン

メニューバーの機能
メニューバーには、操作の目的ごとに計6種類のメニュー項目が用意されています（Macではこれ以外に［Adobe 
Elements 10 Organizer］メニューもあります）。目的の操作を選ぶには、これらの項目をクリックして表示されたコマン
ドを選択します。各項目の内容は、次のようになっています。

ボタンの各機能
ボタンは、よく使用する操作をアイコンで表示し、簡単に選択できるように工夫されています。前の画面に戻ったり、
操作を取り消したりといった作業もボタンひとつで行うことができます。

タブの各機能
通常、Elements Organizerでは［整理］タブが表示され
ていますが、他のタブをクリックするとボタンが表示さ
れて、補正や電子メールに添付するなどの操作を簡単に
行えます。

❶取り消し・やり直しボタン
ひとつ前の操作を取り消したり、取り消し
た操作をやり直したりすることができます。

❷画面表示ボタン
メディアブラウザーの表示方法をメニュー
から選択することができます。

❸移動ボタン
メディアブラウザーの表示をひとつ前や後に
切り替えます。

❹テキストボックス
入力したテキストで写真を検索します。

❺回転ボタン
クリックすると、左右それぞれに画像を回
転することができます。

❻サムネール
クリックすると、サムネールを最小または最大
サイズに変更することができます。間にある
スライダーではサイズの微調整が可能です。

［整理］タブ
画像を分類するための［アルバム］パネルと［キーワードタグ］パネル
が格納されています。

［補正］タブ
ワンクリックで行える簡易色調補正コマンドを利用できます。また、［補
正］タブにポインターを置くと矢印が表示され、クリックすると編集
ワークスペースの各モードへ移動することができます。

［作成］タブ
フォトブックやスライドショーなど、さまざまプロジェクトを作成しま
す。

［配信］タブ
画像を電子メールに添付したり、CDやDVDを作成したりできます。

❷ ❹❸❶ ❺ ❻

［ファイル］メニュー
画像を取り込んだり、ファイルを書き出すといった、基本的な操作を
選べます。

［検索］メニュー
読み込んだ画像を検索するための、さまざまなメニューが用意されて
います。

［ウィンドウ］メニュー
ワークスペースを切り替えたり、ウィンドウの表示・非表示を切り替
えたりすることができます。

［編集］メニュー
選択している画像のコピーや回転といった編集項目が収められていま
す。環境設定もここから選択できます。

［表示］メニュー
サムネール下にファイル名を表するなどのメディアブラウザー表示に
関する項目があります。

［ヘルプ］メニュー
わからないことがあったときに使用するメニュー項目です。
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パソコンにデジタルカメラを
接続する
デジタルカメラやiPhoneなどから画像を
取り込んでみましょう。まず、Photoshop 
ElementsのElements Organizerが起動し
た状態で（❶）、取り込みたい画像を撮影
したデジタルカメラをパソコンに接続しま
す（❷）。

デジタルカメラの接続を確認する
すると、自動的に［フォトダウンローダー］
ダイアログボックスが表示されます。［写
真の取り込み元］に、接続したデジタルカ
メラが選択されていることを確認し（❸）、
［取り込み］ボタンをクリックします（❹）。

デジタルカメラから
画像を取り込むには

取り込み
（カメラ・カードリーダー）03Section 

重要度

デジタルカメラで撮影した画像を、Elements Organizerに取り込んでみまし
ょう。取り込みには、カメラを直接USBケーブルなどで接続する方法と、デジタ
ルカメラのメモリーカードをカードリーダーで読み込む方法があります。

Chapter 1

 操作のポイント

カメラを接続 ［取り込み］ボタンを
クリック

ドライバーソフトが必要

デジタルカメラを接続するには、デジタルカメラに
付属しているかWebサイトなどで配布されているド
ライバーソフトが必要になる場合があります。

写真を選んで読み込む

ダイアログボックスの左下にある［詳細設定］ボタ
ンを押すと、デジタルカメラに保存されている写真
から、読み込みたいものだけを選べるようになりま
す。

❷デジタルカメラを
パソコンに接続します。

❶Elements Organizerを
起動しておきます。

❸ここでデジタルカメラが
選択されていることを確認します。

❹ここをクリック
します。
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画像のコピーが開始される
画像のコピーが始まるので、しばらくその
まま待ちましょう（❺）。コピーが終わると
［ファイルを正常にコピーしました］ダイア
ログボックスが表示されるので、［はい］ボ
タンをクリックします（❻）。

画像の取り込みが開始される
画像の取り込みが始まるので、しばらくそのまま待ちましょう（❼）。画像の取り込みが終わると、右のダイアロ
グボックスが表示されるので、［OK］ボタンをクリックします（❽）。

デジタルカメラから
画像を取り込めた！
取り込みが完了し、今取り込んだ画像が
一覧で表示されます（❾）。［すべてを表示］
ボタンをクリックすると、通常のメディア
ブラウザーの表示に戻り、取り込んだ画
像がすべて表示されます（10）。

ダイアログボックスが
表示されない

［フォトダウンローダー］ダイアログボックスが表示
されない場合は、［ファイル］メニューから［写真とビ
デオの取り込み］→［カメラまたはカードリーダーか
ら］を選択して表示しましょう。

メモリーカードも
同じ手順で

メモリーカードをデジタルカメラから外し、カードリ
ーダーで読み取って画像を読み込むこともできま
す。手順はデジタルカメラの場合と同じです。

❺そのまましばらく待ちます。

❻ここをクリックします。

❼そのまましばらく待ちます。

❽ここをクリックします。

10ここをクリックすると
元の表示に戻ります。

❾画像が取り込まれました。



試し読みはお楽しみ
いただけましたか？

ここからはManatee
おすすめの商品を
ご紹介します。



「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
デ
ザ
イ
ン
」

2017

3.21

1 2
メディア別だからよくわかる
魅力的なキャラクターの描き方！
創作物を作るうえで欠かせないものに「キャラクター」があ
ります。その際は見た目のキャッチーさだけでなく、キャラク
ター性が感じられることが重要です。本書では、キャラクタ
ーをデザインするうえでの基礎から、見た人の印象に残る
ようにする方法を解説。スマホゲームやポスターイラスト、
ラノベ表紙など、メディアによって異なるキャラクターデザイ
ンの特徴についても解説し、読み手に合った方向を見つ
ける際にも役立ちます。

物語を動かす
キャラクターデザインと
イラストの描き方

マイナビ出版
スタジオ・ハードデラックス（著者）
160 ページ
価格：2,257 円（PDF）

その他

総勢12名のイラストレーターが
多彩な作風と考え方でキャラクターイラストを描く

本格的な補正・加工で思い出の
写真を美しく残そう！
なかなか使いこなすのが難しいPhotoshop Elements 15
の操作や機能をやさしく解説！ 補正や加工、SNSへの投
稿など写真編集をもっと楽しみたい人にぴったりな入門書
です。本書は「逆光で撮影した写真を補正するには」「年
賀状を作成してみたい」など、実際に写真を編集する上で
生まれる疑問をレッスン仕立てで解説しています。また、
グラフィックデザイナーによるプロ技や操作のコツも伝授
し、ワンランク上の技を身に付けられます。

できるPhotoshop 
Elements 15
Windows & Mac対応 
インプレス
樋口泰行・
できるシリーズ編集部（著者）
320 ページ
価格：1,631円（PDF）

グラフィック
アプリケーション

解説は基本的
に見開きで完

結。

補正前と後の
写真を

「Before・A
fter」形式で掲

載

巻頭ではさまざまな補正例を
紹介。ここから使いたい機能を見つけ出せる

依頼元からの
発注時の

イメージから、
キャラクターを

作り上げていく



AutoCADの勘所を
人気講師がやさしく解説！
3D・
CAD

CINEMA 4Dの
MoGraph/XPressoを解説 !

3D・
CAD

現役ディレクターが教える
ライティング&レンダリング
3D・
CAD

デザイン・アートのための
プログラミング環境を詳解

DTPや印刷業界全般で
知っておくべき情報を網羅

その他

表現のアイデアを形に !
「vvvv」の入門解説書

その他

できるAutoCAD
2017/2016/2015 対応

ベテラン講師が AutoCAD の基本と実践をやさし
く解説しています。初学者が押さえておくべきポイ
ントやつまづきがちな操作を特に手厚く解説して
いるので、初めてでもAutoCAD の勘所がしっか
り分かります。

インプレス
矢野悦子・できるシリーズ編集部（著者）
337ページ　価格：2,624 円（PDF）

CINEMA 4D
MoGraph/XPressoガイドブック

【解説ムービー付き】

CINEMA 4D のXPressoとMoGraph に関する
解説書。この 2 つの機能は、CINEMA 4D の中
で中級～上級レベルのユーザーが必ず引っかかる
もので、近年かなり重要視されています。本書は
MoGraphとXPressoに絞って解説しました。

マイナビ出版　冨士俊雄（著者）
328 ページ　価格：4,514 円（PDF）

［digital］
ライティング＆レンダリング 第 3 版

3DCG 制作の中でもライティングとレンダリング
にフォーカスし、より高品質な作品に仕上げるた
めの解説書。テクスチャ制作のカラーマネージメ
ント、物理ベースライティングやリニアワークフ
ローなどにも触れています。

ボーンデジタル
Jeremy Birn（著者）

472ページ　価格：7,560 円（PDF）

Processing
ビジュアルデザイナーとアーティストの

ためのプログラミング入門
Processing は、デザイナーやアーティストなどに
向けて作られたプログラミング言語／環境です。
そこでの体験は、文系と理系、デザインとエンジ
ニアリング、感性と論理という両軸における領域
横断接続をもたらします。

ビー・エヌ・エヌ新社　Ben Fry・Casey Reas（著者）、中西泰人・
安藤幸央・澤村正樹・杉本達應（翻訳）
688 ページ　価格：6,804 円（PDF）

カラー図解 
DTP& 印刷スーパーしくみ事典 2016 

DTPや印刷物に携わるすべての人に役立つ図解事
典。業界のトピック110 を特集するほか、Adobe 
Creative Cloud の最新機能、サービスを使った
表紙制作レポート、デジタル印刷機の動向などを
110 の項目にまとめました。

ボーンデジタル
ボーンデジタル 出版事業部（編集）
329 ページ　価格：4,104 円（PDF）

vvvvook̶プロトタイピングのための
ビジュアルプログラミング入門

Windows ソフト「vvvv」は様々な機能を持った
〈部品〉を線で繋ぐことで、表現のアイデアを素
早く形にできるビジュアルプログラミング環境で
す。インタラクション・2D/3D アニメーションな
ど幅広い制作で活躍します。

ビー・エヌ・エヌ新社
伊東実・星卓哉（著者）

224 ページ　価格：3,110 円（PDF）
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